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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第65期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 7,499 25,496

経常利益（百万円） 751 2,722

四半期（当期）純利益（百万円） 411 1,757

純資産額（百万円） 15,971 16,044

総資産額（百万円） 35,676 35,581

１株当たり純資産額（円） 1,265.03 1,267.38

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
33.48 142.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 43.6 43.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
318 3,607

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△432 △3,981

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△150 974

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,209 1,479

従業員数（人） 680 672

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでいません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 680 (66)

（注）従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第１四半

期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しています。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 194 (33)

（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外

数で記載しています。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

高純度薬品事業（百万円） 6,570 －

運輸事業（百万円） － －

その他事業（百万円） － －

合計（百万円） 6,570 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

（2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

高純度薬品事業(百万円) 626 －

運輸事業(百万円) 55 －

その他事業(百万円) 15 －

合計（百万円） 696 －

　（注）１．金額は仕入価格によっています。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

（3）受注状況

　当社グループ（当社および連結子会社）は主として見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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（4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりです。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

高純度薬品事業   

 表面処理（百万円） 352 －

 フロン（百万円） 753 －

 半導体・液晶関連（百万円） 2,676 －

 半導体装置関連（百万円） 383 －

 電池（百万円） 887 －

 反応触媒（百万円） 287 －

 土壌改良剤（百万円） 72 －

 その他（百万円） 433 －

 小計（百万円） 5,847 －

 商品（百万円） 413 －

 合計（百万円） 6,260 －

運輸事業（百万円） 1,185 －

その他事業（百万円） 52 －

合計（百万円） 7,499 －

（注）１．上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値です。

２．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割

合は次のとおりです。

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（百万円） 割合（％）

丸善薬品産業株式会社 1,321 17.6

３．本表の金額には、消費税等は含まれていません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界経済の減速懸念、

原油・素材価格の高騰にともなうコスト増を主因とする企業収支の落ち込みなど、先行きは不透明感が強まる状況

となりました。

このような環境のもと、当社グループはフッ化物総合メーカーのリーディングカンパニーとして、国内外の情報

通信産業を中心に顧客のニーズにもとづいた多種多様なフッ化物製品の供給を行うとともに、特殊貨物輸送で培っ

た独自のノウハウにもとづいた化学品の物流を担う事業展開を行ってきました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。

①高純度薬品事業

高純度薬品事業につきましては、全部門において前年度を上回り、特に主力である半導体・液晶部門や、電池部

門、フロン部門が堅調に推移した結果、売上高は62億60百万円、営業利益は6億71百万円となりました。

②運輸事業

運輸事業につきましては、運輸収入、倉庫関連収入などが前年に引き続き順調に推移した結果、売上高は11億85

百万円、営業利益は１億62百万円となりました。

③その他事業

その他事業につきましては、自動車整備収入および保険代理業収入が前年に引き続き堅調に推移した結果、売

上高は52百万円、営業損益については、新規事業のメディカル部門およびコスメティック部門の先行投資費用が

発生したことにより、１億３百万円の損失となりました。

　所在地別セグメントの業績は次のとおりです。

①日本

国内の会社の売上高は、高純度薬品事業の売上高が増加したことにともない73億68百万円となり、営業利益は7

億30百万円となりました。

②アジア諸国

アジア地域の会社の売上高は前年並みに推移し1億30百万円、営業損益については、原材料価格の上昇等により

17百万円の損失となりました。

(2)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて２億70

百万円減少しました。

　当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は３億18百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が７億17

百万円、法人税等の支払額が３億70百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は４億32百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得等によるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は１億50百万円となりました。これは主に、配当金の支払等の支出によるもので

す。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は、2億21百万円です。なお、当第１四半期連結

会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,300,000 12,300,000

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

－

計 12,300,000 12,300,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 12,300 － 3,180 － 3,288

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握していません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）にもとづく株主名簿による記載をして

います。

①【発行済株式】

　 （平成20年６月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,297,300 122,973 －

単元未満株式 普通株式      2,600 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,300,000 － －

総株主の議決権 － 122,973 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれています。
また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれています。

②【自己株式等】

　 （平成20年６月30日現在）

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対する

所有株式数の割合（％）

ステラケミファ株式会社

大阪市中央区

淡路町三丁目

６番３号

100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

　（注）　当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）の自己株式は78株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合
0.00％）となっています。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高（円） 2,500 2,430 2,980

最低（円） 2,200 2,200 2,270

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）にもとづいて作成しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け

ています。なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法

人から名称変更しています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,209 1,479

受取手形及び売掛金 7,285 6,663

商品 263 180

製品 655 683

原材料 775 457

仕掛品 776 536

その他 607 580

貸倒引当金 △13 △12

流動資産合計 11,559 10,570

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 7,494

※
 7,729

機械装置及び運搬具（純額） ※
 5,968

※
 6,368

土地 5,531 5,531

その他（純額） ※
 2,642

※
 2,722

有形固定資産合計 21,637 22,352

無形固定資産

その他 67 118

無形固定資産合計 67 118

投資その他の資産

その他 2,413 2,541

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,412 2,540

固定資産合計 24,116 25,011

資産合計 35,676 35,581

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,517 1,948

短期借入金 5,899 5,746

1年内返済予定の長期借入金 2,124 2,154

未払法人税等 316 386

賞与引当金 71 128

その他 1,994 2,115

流動負債合計 12,922 12,480
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

固定負債

長期借入金 5,750 6,031

退職給付引当金 665 665

役員退職慰労引当金 344 337

その他 21 21

固定負債合計 6,781 7,056

負債合計 19,704 19,536

純資産の部

株主資本

資本金 3,180 3,180

資本剰余金 3,288 3,288

利益剰余金 9,345 9,167

自己株式 △0 △0

株主資本合計 15,813 15,635

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △163 △142

為替換算調整勘定 △91 95

評価・換算差額等合計 △254 △47

少数株主持分 412 456

純資産合計 15,971 16,044

負債純資産合計 35,676 35,581
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

売上高 7,499

売上原価 6,060

売上総利益 1,438

販売費及び一般管理費 ※
 708

営業利益 730

営業外収益

為替差益 30

雑収入 57

営業外収益合計 87

営業外費用

支払利息 66

雑損失 1

営業外費用合計 67

経常利益 751

特別損失

固定資産廃棄損 11

投資有価証券評価損 18

その他 2

特別損失合計 33

税金等調整前四半期純利益 717

法人税等 306

少数株主利益 0

四半期純利益 411
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 717

減価償却費 687

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

賞与引当金の増減額（△は減少） △57

退職給付引当金の増減額（△は減少） △0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7

受取利息及び受取配当金 △12

支払利息 66

為替差損益（△は益） △21

持分法による投資損益（△は益） △16

投資有価証券売却損益（△は益） 1

投資有価証券評価損益（△は益） 18

有形固定資産廃棄損及び売却損益（△は益） 12

売上債権の増減額（△は増加） △687

たな卸資産の増減額（△は増加） △638

仕入債務の増減額（△は減少） 606

その他の流動資産の増減額（△は増加） △50

その他の流動負債の増減額（△は減少） 134

未収消費税等の増減額（△は増加） 0

未払消費税等の増減額（△は減少） △52

その他 △9

小計 707

利息及び配当金の受取額 30

利息の支払額 △49

法人税等の支払額 △370

営業活動によるキャッシュ・フロー 318

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △516

有形固定資産の売却による収入 0

投資有価証券の取得による支出 △0

投資有価証券の売却による収入 18

その他の支出 △3

その他の収入 68

投資活動によるキャッシュ・フロー △432
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 310

長期借入れによる収入 200

長期借入金の返済による支出 △441

自己株式の処分による収入 0

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △220

財務活動によるキャッシュ・フロー △150

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △270

現金及び現金同等物の期首残高 1,479

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,209
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準および評価方

法の変更

　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による

原価法によっていましたが、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号

　平成18年７月５日）が適用されたこと

にともない、主として総平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性

の低下にもとづく簿価切下げの方法）に

より算定しています。

　これにより、営業利益、経常利益および

税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

18百万円減少しています。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しています。

（2）「連結財務諸表作成における在外子

会社の会計処理に関する当面の取扱い」

の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「連結

財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告第18号　平成18年５月17日）を適用

しています。

　これによる損益に与える影響はありま

せん。

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算していま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

て表示しています。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額

23,888百万円

※　有形固定資産の減価償却累計額

23,368百万円

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 5百万円

貸倒引当金繰入額 1 

退職給付費用 2 

役員退職慰労引当金繰入額 7 

研究開発費 221 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在)
現金及び預金勘定 1,209百万円
預入期間が３カ月を超える

定期預金
－百万円

現金及び現金同等物 1,209百万円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）および当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　12,300,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　78株　　　　　　　　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月12日

取締役会
普通株式 233 19 平成20年３月31日 平成20年５月27日 利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
高純度薬品
事業

（百万円）

運輸事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

　売上高       

（1）外部顧客に対する売上高 6,260 1,185 52 7,499 － 7,499

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 685 43 731 (731) －

計 6,261 1,871 96 8,230 (731) 7,499

営業利益又は営業損失(△) 671 162 △103 730 0 730

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の種類、性質などの類似性を考慮して、区分しています。

２．各事業の主な内容

（1）高純度薬品事業…………高純度薬品の製造・販売

（2）運輸事業…………………化学薬品等の輸送・保管・通関業務など

（3）その他事業………………医薬品研究、化粧品販売、保険代理、自動車整備

３．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（1）に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を

適用しています。この変更にともない、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、高純度薬品事業で

18百万円減少しています。
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
日本

（百万円）
アジア諸国
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

（1）外部顧客に対する売上高 7,368 130 7,499 － 7,499

（2）セグメント間の内部売上高

 又は振替高
252 1,725 1,977 (1,977) －

計 7,621 1,855 9,476 (1,977) 7,499

　営業利益又は営業損失(△) 730 △17 712 17 730

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しています。

２．区分に属する国または地域

アジア諸国…………シンガポール、中国

３．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（1）に記載のとおり、当第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

を適用しています。この変更にともない、従来の方法によった場合に比べて、営業利益が、日本で18百万円

減少しています。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 アジア諸国 北米 欧州諸国 その他の地域 計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 2,456 184 178 1 2,820

Ⅱ．連結売上高（百万円）     7,499

Ⅲ．海外売上高の連結売上高

に占める割合（％）
32.7 2.5 2.4 0.0 37.6

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しています。

２．各区分に属する主な国または地域

（1）アジア諸国…………韓国、台湾、中国、マレーシア、香港、タイ、シンガポール他

（2）北米…………………米国

（3）欧州諸国……………ドイツ、イギリス他

（4）その他の地域………オーストラリア

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高です。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,265.03円 １株当たり純資産額 1,267.38円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 33.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載していません。

（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 15,971 16,044

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 412 456

（うち少数株主持分） (412) (456)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（百万円）
15,559 15,588

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（千株）
12,299 12,299

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（百万円） 411

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 411

期中平均株式数（千株） 12,299

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月12日

ステラケミファ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　 豊　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平岡　義則　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているステラケミファ株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ステラケミファ株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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